
「
市
道
路
線
の
認
定
（
５
件
）

に
つ
い
て
」

【
説
明
】
市
道
路
線
５
路
線
は
、

全
て
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開

発
行
為
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
寄

附
さ
れ
た
道
路
で
、
新
た
な
市

道
と
し
て
道
路
法
第
８
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
市
道
路
線

と
し
て
認
定
を
行
う
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
道
路
を
寄
附
と
し
て
受
け

る
要
件
と
、
そ
れ
を
事
業
者
に

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。

答　
私
道
の
寄
附
を
市
道
と
し

て
受
け
る
場
合
に
は
、
市
道
の

路
線
の
認
定
及
び
道
路
の
区
域

変
更
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め

て
い
る
路
線
の
認
定
条
件
を
備

え
た
道
路
で
あ
る
こ
と
、
土
地

の
所
有
権
が
確
保
で
き
る
こ
と

「
西
東
京
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
が
定
め
る
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
（
学
童
ク

ラ
ブ
）
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

　
主
な
改
正
の
内
容
は
、
①
学

校
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る

者
を
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基

礎
資
格
と
定
め
て
お
り
、
教
員

免
許
状
の
更
新
を
受
け
て
い
な

い
場
合
の
取
り
扱
い
を
明
確
に

し
、
有
効
な
教
員
免
許
状
を
取

得
し
た
者
と
す
る
。
②
放
課
後

児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
を
拡

大
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
説
明
②
条
例
第
10
条
第
３

項
第
10
号
の
改
正
の
経
緯
は
。

答　
平
成
29
年
の
地
方
か
ら
の

提
案
に
お
い
て
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
勤
務
経
験
は
豊
富
だ
が
、
高

校
を
卒
業
し
て
い
な
い
た
め
、

支
援
員
と
な
れ
な
い
者
に
資
格

を
認
め
る
べ
き
と
の
意
見
を
受

け
て
、
国
が
基
準
を
改
正
し
た
。

問　
本
市
の
支
援
員
の
採
用
状

況
は
。

答　
現
在
１
名
の
欠
員
と
な
っ

て
い
る
が
、
７
月
１
日
付
採
用

の
募
集
を
行
い
、
３
名
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。
６
月
17
日
に

試
験
を
行
い
、
欠
員
に
対
し
て

補
充
し
て
い
く
。

問　
平
成
29
年
の
地
方
か
ら
の

提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
に

基
づ
い
て
国
の
方
針
が
変
わ
っ

た
の
で
、
省
令
が
変
わ
り
本
市

の
条
例
改
正
に
至
っ
た
か
と
思

う
が
、
本
市
と
し
て
は
、
条
例

を
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
法
的

な
義
務
が
あ
る
の
か
。

答　
今
回
の
改
正
は
、
放
課
後

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
主
な
改
正
の
内
容
は
、
平
成

31
年
度
課
税
分
か
ら
適
用
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
市
の
特
例

割
合
等
を
定
め
る
も
の
で
、
対

象
と
な
る
資
産
は
次
の
３
つ
の

事
業
用
資
産
等
。

①
水
質
汚
濁
防
止
法
の
特
定
施

設
に
係
る
特
例
割
合
の
見
直
し
、

適
用
期
限
が
２
年
間
延
長
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
係
る
特
例
措
置
の
一
部

見
直
し
、
適
用
期
限
が
２
年
間

延
長
。

③
中
小
事
業
者
等
の
設
備
投
資

に
係
る
特
例
措
置
の
新
た
な
創

設
。
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

の
施
行
の
日
か
ら
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
中
小
事
業

者
等
が
取
得
し
た
、
市
の
認
定

を
受
け
た
先
端
設
備
等
導
入
計

画
に
記
載
さ
れ
た
一
定
の
機

械
・
装
置
等
に
つ
い
て
、
市
の

割
合
を
ゼ
ロ
と
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
主
な
税
制

改
正
は
、
新
築
住
宅
、
新
築
の

認
定
長
期
優
良
住
宅
、
耐
震
改

修
を
行
っ
た
住
宅
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住
宅
及
び

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
延
長
す

る
も
の
。

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と

し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

第
２
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
う

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
原

則
と
し
て
国
の
基
準
に
従
う
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
改
正

を
提
案
し
た
。

問　
現
行
の
教
員
の
資
格
を
有

す
る
者
と
、
教
育
職
員
免
許
法

の
免
許
状
を
有
す
る
者
と
の
違

い
は
。

答　
平
成
21
年
度
か
ら
教
員
免

許
更
新
制
が
導
入
さ
れ
、
教
員

免
許
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ

た
。
改
正
前
の
条
文
で
は
、
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
て
、
有
効

期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も
該
当
す

る
の
か
不
明
確
で
あ
っ
た
が
、

資
格
を
有
す
る
者
か
ら
免
許
状

を
有
す
る
者
に
表
現
を
改
正
し

た
。
支
援
員
が
教
員
免
許
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
資
格
対
象
と

な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
た
め
、

教
員
免
許
の
有
効
期
限
が
過
ぎ

て
い
て
も
、
教
員
免
許
を
持
っ

て
い
れ
ば
資
格
対
象
と
し
て
い

る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

【
主
な
質
疑
】

問　
水
質
汚
濁
防
止
法
の
特
定

施
設
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
設
備
は
本
市
の
中
で
該

当
が
あ
る
の
か
。
中
小
企
業
等

の
設
備
投
資
で
は
、
事
業
者
に

と
っ
て
有
利
な
税
の
措
置
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

答　
水
質
汚
濁
防
止
法
の
特
定

施
設
と
は
、
具
体
的
に
は
、
カ

ド
ミ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
化
合
物
、

有
機
リ
ン
化
合
物
な
ど
28
項
目

の
有
害
物
質
を
処
理
す
る
装
置

で
あ
り
、
市
内
に
幾
つ
か
工
場

は
あ
る
が
、
現
在
こ
れ
に
該
当

す
る
装
置
等
は
な
い
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ

い
て
も
、
現
在
市
内
に
該
当
す

る
設
備
は
な
い
。
生
産
性
向
上

特
別
措
置
法
の
周
知
は
、
基
本

計
画
策
定
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
行
う
ほ
か
、
商
工
業
担

当
課
と
調
整
を
し
た
上
で
考
え

て
い
き
た
い
。

問　
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

の
関
係
で
の
固
定
資
産
税
に
関

し
て
は
、
対
象
と
な
る
企
業
の

条
件
と
は
。

答　
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
金

の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
、

も
し
く
は
資
本
ま
た
は
出
資
を

有
し
な
い
法
人
の
場
合
に
は
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

１
千
人
以
下
の
法
人
、
も
し
く

は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
１
千
人
以
下
の
個
人
、
以
上

の
３
点
と
な
っ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

が
条
件
と
な
る
。
具
体
的
な
認

定
の
要
件
と
し
て
は
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
片
側
が
公
道
に
接

し
て
い
れ
ば
寄
附
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
路
の

幅
員
が
４
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他
に
道
路
の
交
会
箇
所
、

交
差
点
部
分
や
道
路
の
屈
曲
部

分
に
適
切
な
隅
切
り
が
あ
る
こ

と
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
寄
附

の
条
件
等
の
事
業
者
へ
の
周
知

方
法
は
、
開
発
の
場
合
、
事
前

協
議
の
中
で
事
業
者
に
寄
附
の

要
件
等
を
含
め
て
説
明
し
て
い

る
。
そ
の
他
一
般
の
寄
附
は
、

基
本
的
に
市
に
相
談
し
て
い
た

だ
い
た
と
き
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
は
要
件
を
緩
和
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し

て
い
る
。

問　
議
案
第
43
号
か
ら
議
案
第

46
号
ま
で
の
４
路
線
は
、
実
際

に
は
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
路

線
だ
が
、
１
つ
の
路
線
と
し
て

認
定
し
な
い
理
由
は
。

答　
開
発
の
規
模
が
大
き
く
、

幾
つ
か
の
工
区
に
分
け
て
工
事

が
行
わ
れ
た
た
め
、
で
き
上
が

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
市
に
寄
附
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
寄
附
を
い

た
だ
く
際
に
、
将
来
道
路
と
し

て
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
道

路
の
境
界
図
等
も
そ
の
工
区
単

位
で
つ
く
ら
れ
た
の
で
、
今
回

に
つ
い
て
は
工
区
単
位
で
認
定

番
号
を
つ
け
た
。

問　
開
発
に
伴
い
築
造
さ
れ
た

道
路
の
移
管
と
道
路
認
定
の
違

い
は
。

答　
事
業
者
か
ら
開
発
の
協
議

に
基
づ
い
て
、
道
路
敷
地
の
寄

附
を
受
け
た
時
点
で
移
管
と
な

る
。
認
定
は
年
に
２
回
、
建
設

環
境
委
員
会
で
審
査
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
市
に
認
定
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
も
当
然
公
道
と

い
う
扱
い
に
は
な
る
が
、
認
定

外
市
道
と
し
て
認
定
ま
で
の
期

間
、
市
が
管
理
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

りは「ギカイの時間」と名称を改め、平成25年2
月1日発行の第70号からリニューアルする。
　リニューアル後の平成25年にはマニフェスト
大賞を受賞。先進市として多くの視察を受け入れ
ている。今後も「読みやすさ・気軽さ・分かりやす
さ」のコンセプトを継続しつつ、４年に１回の見
直しを行い、手にとってもらえる議会だよりを目
指している。
　今回の視察で得たこれらの知見を今後の議会
だより編集に生
かしていくよう、
議会報編集委員
会の中でもさら
に議論を深めて
いきたい。

　本市の議会報編集委員会では、市民に身近な議
会だよりを目指しており、より良い紙面づくりに
資するため、あきる野市の取り組みを視察した。
　あきる野市の議会報編集特別委員会では、議会
だよりが市民に読まれていないのではとの予断
から、平成23年に編集委員３名と職員１名によ
る議会報調査研究グループを立ち上げ、活動をス
タート。市民の動向をつかむため、先進自治体の
議会だよりと比較し、手にとって見たい冊子につ

いてアンケートを実施したところ、あきる野市議
会だよりを選択した市民はわずか４％だった。こ
の結果を踏まえ、「手にとってみたいと思える表
紙」「気づきを与える内容」などさまざまな角度か
ら全10回にわたり、議会だよりの内容を見直す
ための検討を行い、最終的に編集委員会、代表者
会議への提案を経て、リニューアルが決定した。
　より多くの人に読んでもらうことを目的に、発
行号ごとにターゲットを絞った戦略的な特集記
事により全世代の読者を獲得。編集委員が特集の
取材をすることで、議会と市民との距離を縮める
効果を狙った。また、一番伝えたい議案審議や一
般質問は、「分かりやすい言葉」や「知らせたいこ
とと知りたいことの差」などに着目し、読み手の
立場に立った編集を意識した。こうして議会だよ

委員会の審査から、委員会視察 REPORT
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